






要約:ゼラチン粒子凝集法(PA法)で陽性、間接蛍光抗体法(IF 法)で陰性として判定ざれた

検体の血清及びリンパ球について Western bIot 法、co-culture 法による抗原誘導及び酵

素的遺伝子増幅法(PCR 法)による HTLV-1 ゲノムの分析について検討した。その結果 PCR 法

で PA 法(+)、IF 法(-)4 例中 1例で増幅された virus遺伝子が検出された。他の方法では陰

性であった。PA 法(+)(x128 倍以上)、lF 法(-)の検体について Westen bIot 法をおこなっ

た。その結果、富士レビオの膜では P19、P24IgM 抗体が検出されたが、日本バイオラドの

膜では陰性であった。また ELISA 法(エーザイ社)で陽性と出た検体の妊婦について Westen 

blot 法について検討した。結果は陽性であったが band pattern が膜によって異なってい

た。陽性コントロールとして IF 法(+)の血清及びリンパ球を用いて Westen blot 法、

co-culture 法による抗原誘導、PCR 法をおこなったが全て陽性であった。 


